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１. はじめに 

燃料電池は、近年定置用から自動車用まで幅

広い分野で実用化され、水素社会の実現を目指

し市場投入が進められています。2016 年 3 月

に経済産業省の水素・燃料電池戦略ロードマッ

プが改訂され、特に家庭・自動車用燃料電池で

は表に示すような数値目標を掲げています。 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは、家庭用や自動車用として最も普及

が進んでいる固体高分子形燃料電池（PEFC）

に関する評価法の一部について紹介します。 

２．発電試験（O2ゲイン特性評価） 

PEFC の理論起電力は通常 1.23V ですが、電

流密度が増加するにつれセル電圧は低下してい

きます。セル電圧の低下の要因を推定する手法

の一つに、O2 ゲイン特性評価があります。O2

ゲインとは、設定した発電条件下において酸化

剤ガスを空気から純酸素に替えた際のセル電圧

差を指します。 

市販の白金カーボン触媒を用いて膜-電気接合

体（MEA）を作製し、アノード側には水素を、

カソード側には空気又は純酸素をガス利用率2%

で流通させ、セル温度は80 °C、相対湿度は100%

で単セル（1 cm2）試験を行いました。得られ

た電流電圧（I-V）特性からセル抵抗を補正した

I-V 特性（IR-free）と各電流密度における O2

ゲインについて、横軸の電流密度を対数表示に

したものを図１と図２にそれぞれ示します。 

純酸素試験時のセル電圧は、1 A/cm2 付近ま

で直線的に低下し徐々に直線からずれています。

一方、空気試験時には純酸素と同様に直線的に

低下しますが、0.1 A/cm2付近から直線からずれ 

ています。本条件では、0.1 A/cm2付近から空気 

の拡散分極が増大することが分かります。また、 

空気・純酸素試験時のセル電圧の差を示したO2

ゲインからは、特に高電流密度側で試料間の酸

素輸送に伴う拡散分極の差に違いが現れるため、

カソード側のガス拡散性を評価することができ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．おわりに 

当センターでは、PEFC に関する様々な依頼

試験、技術相談を行っております。また、本年

1月に新規に燃料電池評価装置（AUTOPEM ㈱

東陽テクニカ製）が導入されました。ご興味の

ある方は、ぜひお気軽にご相談ください。 
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図１ IR-free の I-V 特性 

図２ O2ゲイン 

表 ロードマップの数値目標 
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